
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
実
行

委
員
会
」
は
、
原
子
力
発
電
に
反

対
す
る
福
井
県
民
会
議
、
オ
ー
ル

福
井
反
原
発
連
絡
会
と
と
も
に
７

月
２
４
日
正
午
、
「
美
浜
３
号
も

う
動
か
す
な
！
現
地
全
国
集
会
」

を
美
浜
原
発
か
ら
海
を
隔
て
て
望

む
「
弁
天
崎
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
大
型
バ
ス
や
自
家

用
車
な
ど
で
３
０
０
名
が
結
集
し
、

美
浜
３
号
動
か
す
な
！
の
声
を
美

浜
町
内
に
響
か
せ
ま
し
た
。
集
会

は
、
オ
ー
ル
福
井
反
原
発
連
絡
会

の
山
本
雅
彦
さ
ん
の
司
会
で
始
ま

り
、
福
井
県
民
会
議
の
代
表
委
員

で
あ
る
中
嶌
哲
演
さ
ん
が
「
美
浜

３
号
の
置
か
れ
て
い
る
再
稼
働
直

前
の
緊
迫
し
た
現
状
と
過
酷
事
故

に
な
れ
ば
、
関
西
圏
１
４
５
０
万

人
の
水
が
め
で
あ
る
琵
琶
湖
が
汚

染
さ
れ
る
危
険
を
訴
え
運
動
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
再
稼
働
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
よ
う
」
と
開
会
の
あ
い
さ

つ
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
元
美
浜
町

の
松
下
照
幸
町
議
か
ら
は
美
浜
町

で
の
長
い
美
浜
原
発
と
の
闘
い
の

歴
史
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
各
地

か
ら
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
「
老
朽
原
発
も
う

動
か
す
な
！
」
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
美
浜
町
「
は
あ
と
ぴ
あ
」

駐
車
場
に
移
動
の
後
、
町
内
デ
モ

で
関
電
原
子
力
事
業
本
部
に
向
か

い
、
事
業
本
部
前
で
抗
議
集
会
を

行
う
と
と
も
に
、
関
電
へ
の
申
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
関
電
は
職
員

の
対
応
は
な
く
、
警
備
員
に
申
し

入
れ
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
町
内

デ
モ
で
は
、
玄
関
や
道
行
く
先
々

で
手
を
振
ら
れ
る
町
民
、
会
釈
を

さ
れ
る
町
民
の
み
な
さ
ん
と
心
の

か
よ
う
エ
ー
ル
が
か
わ
さ
れ
、
参

加
者
は
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
実

行
委
員
会
」
は
、
１
６
０
０
人
が

結
集
し
た
昨
年
１
２
月
５
日
の

「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
大
集

会in

お
お
さ
か
」
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
２
１
０
０
人
が
結
集
し
た
５

月
２
９
日
の
「
老
朽
原
発
こ
の
ま

ま
廃
炉
！
大
集
会in

お
お
さ
か
」

を
連
続
し
て
開
催
し
成
功
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
現
地
全
国
集

会
で
福
井
は
、
北
か
ら
南
ま
で
参

加
の
輪
が
広
が
り
福
井
か
ら
の
バ

ス
に
は
３
０
名
が
乗
車
し
全
体
で

約
５
０
名
が
参
加
し
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
美
浜
３
号
機
は

早
け
れ
ば
８
月
上
旬
に
も
再
稼
働

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
オ
ー

ル
福
井
で
は
、
３
０
キ
ロ
圏
内
の

１
８
万
か
ら
２
０
万
コ
ロ
ナ
感

染
が
１
日
に
し
て
蔓
延
し
７
・
２

４
全
国
集
会
が
、
危
惧
さ
れ
私
達

仲
間
も
当
初
参
加
メ
ン
バ
ー
が
、

次
々
変
化
し
そ
の
対
応
に
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
調
整
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

朝
８
時
に
２
台
の
車
に
名
古
屋

駅
前
、
鶴
舞
公
園
前
で
分
散
集
合

し
養
老
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
６
名

が
合
流
。
暑
さ
対
策(

水
分
補
給
）
、

マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
対
策
を
厳
守

し
な
が
ら
集
合
場
所
の
福
井
県
美

浜
弁
天
崎
に
ナ
ビ
に
従
い
向
か
う
。

既
に
集
合
場
所
に
は
、
地
元
や

岐
阜
、
京
都
、
奈
良
、
和
歌
山
な

ど
の
人
た
ち
が
待
機
し
て
お
り
、

び
っ
し
り
で
縦
列
駐
車
。
前
の
車

多
く
の
車
が
、
自
治
体
要
請
や
、

８
月
１
日
に
杉
本
福
井
県
知
事
に

申
し
入
れ
を
行
い
ま
す
。
美
浜
原

発
前
で
の
宣
伝
抗
議
行
動
な
ど
、

や
れ
る
運
動
を
全
て
や
っ
て
い
く

ぞ
と
元
気
が
出
た
全
国
集
会
で
し

た
。（

オ
ー
ル
福
井
反
原
発
連
絡
会

林

広
員
）

と
隙
間
が
許
さ
れ
な
い
程
の
多
く

の
車
が
、
私
達
の
後
か
ら
も
兵
庫

播
磨
か
ら
の
車
な
ど
が
。

始
ま
る
前
に
名
古
屋
高
裁

裁

判
官
に
提
出
す
る
人
権
侵
害
訴
訟

の
公
正
公
明
な
裁
判
要
請
の
署
名

活
動
を
行
う
。

若
狭
湾
、
美
浜
原
発
が
一
望
で

き
る
弁
天
崎
で
の
集
会
が
、
１
２

時
ジ
ャ
ス
ト
に
、
主
催
者
代
表
と

し
て
中
嶌
哲
演
さ
ん
の
参
集
へ
の

お
礼
の
挨
拶
と
闘
い
の
歴
史
な
ど

か
ら
始
ま
る
。

車
道
路
脇
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
ス
ペ
ー
ス
で
の
集
会
は
、
地

元
議
員
の
方
や
、
各
地
の
市
民
運

動
の
方
の
闘
い
の
報
告
、
４
０
年



老
朽
原
発
廃
炉
訴
訟
の
愛
知
か
ら

も
草
地
妙
子
共
同
代
表
の
運
動
の

決
意
な
ど
次
々
報
告
さ
れ
、
約
１

時
間
１
５
分
を
超
え
集
会
が
終
了
。

そ
こ
か
ら
、
車
で
町
役
場
に
隣

接
す
る
「
は
あ
と
ぴ
あ
」
迄
移
動

し
し
ば
し
休
憩
。
大
き
な
駐
車
場

も
全
国
か
ら
の
集
会
参
加
者
も
増

え
、
び
っ
し
り
。

最
終
的
に
は
、
３
０
０
名
の
参

加
者
、
岐
阜
か
ら
１
５
名
超
え
、

愛
知
か
ら
１
０
名
の
参
加
者
。
反

原
発
旗
で
蠢
く
会
場
か
ら
、
２
班

に
分
け
て
私
達
は
、
２
班
目
の
先

頭
を
横
断
幕
・
幟
・
プ
ラ
カ
ー
ド

な
ど
を
掲
げ
ジ
ャ
ス
ト
午
後
２
時

に
ス
タ
ー
ト
し
、
関
電
原
子
力
事

業
本
部
前
ま
で
デ
モ
行
進
。

関
電
前
で
の
、
集
会
は
申
入
書

の
紹
介
、
地
元
議
員
活
動
報
告
、

コ
ー
ル
な
ど
炎
天
下
で
４
５
分

給
水
を
し
な
が
ら
対
応
。

そ
の
後
町
内
で
も
４
０
分
余
り

町
内
の
曲
が
り
く
ね
り
、
度
々
の

橋
渡
り
な
ど
町
内
デ
モ
。
実
に
長

い
。
若
い
時
代
以
降
く
ら
い
で
あ

り
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
方
に
聞

く
と
、
こ
の
辺
り
は
チ
ラ
シ
の
受

取
が
多
く
賛
同
者
が
見
え
な
い
形

で
多
い
た
め
、
細
か
く
町
内
デ
モ

７
月
２
４
日(

日)

、
カ
ン
カ
ン

照
り
の
福
井
・
美
浜
「
老
朽
原
発

う
ご
か
す
な
！
」
の
抗
議
行
動
に

参
加
し
た
。
前
倒
し
再
稼
働
を
阻

止
す
べ
く
、
実
行
委
員
会
か
ら
怒

り
の
お
誘
い
メ
ー
ル
に
、
久
し
ぶ

り
に
参
加
の
予
約
電
話
を
入
れ
た
。

２
０
１
２
年
６
月
大
飯
原
発
再
稼

働
阻
止
実
力
行
動
を
思
い
出
し
た
。

京
都
駅
前
の
バ
ス
に
は
東
京
か
ら

の
参
加
も
含
め
４
３
人
が
乗
り
込

み
出
発
。
バ
ス
の
中
で
は
マ
イ
ク

が
廻
さ
れ
、
自
己
紹
介
、
近
況
や

を
企
画
し
た
と
の
事
。
納
得
‼
疲

れ
な
ど
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
。

廃
炉
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
執

念
を
感
じ
運
動
か
ら
教
え
ら
れ
学

ぶ
。
私
達
は
、
電
力
不
足
を
盾
に
、

脱
炭
素
社
会
で
原
発
再
稼
動
を
目

論
む
政
財
界
を
許
さ
な
い
、
全
て

の
原
発
廃
炉
の
勝
つ
ま
で
諦
め
な

い
闘
い
を
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
集

会
で
し
た
。

（
老
朽
原
発
４
０
年
廃
炉
訴
訟

市
民
の
会
事
務
局
次
長

武
藤

聡
）

意
気
込
み
を
声
に
し
た
。
原
発
関

連
の
話
題
は
尽
き
な
い
が
、
安
倍

元
首
相
の
国
葬
問
題
に
触
れ
る
方

も
複
数
い
た
。

美
浜
原
発
を
間
近
に
見
え
る
水

晶
浜
は
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に

明
け
渡
し
、
少
し
離
れ
た
弁
天
崎

で
抗
議
集
会
が
開
か
れ
た
。
遠
く

に
見
え
る
美
浜
原
発
を
背
に
中
嶌

哲
演
さ
ん(

明
通
寺
住
職)

の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
現
地
で
の
反
原

発
運
動
の
報
告
が
続
い
た
。
真
っ

青
な
海
と
青
空
で
景
色
は
抜
群
だ

が
、
じ
り
じ
り
と
焼
け
つ
く
よ
う

な
暑
さ
に
、
熱
中
症
対
策
の
呼
び

か
け
が
飛
び
交
っ
た
。
１
時
間
の

集
会
の
あ
と
バ
ス
で
町
役
場
裏
の

駐
車
場
に
移
動
し
デ
モ
の
準
備
。

デ
モ
出
発
。
３
０
０
名
の
デ
モ
隊

が
、
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
」

「
再
稼
働
絶
対
は
ん
た
い
」
な
ど

の
旗
が
林
立
し
壮
観
。
関
電
原
子

力
事
業
本
部
前
で
は
、
高
ら
か
な

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
事
業
本
部

を
圧
倒
し
、
明
瞭
な
声
で
「
申
入

書
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
代
表
が

手
渡
し
た
。

そ
も
そ
も
、
原
発
が
老
朽
化
す

れ
ば
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
脆
化

や
配
管
の
損
傷
な
ど
が
進
み
、

過
酷
事
故
の
危
険
度
が
急
増

す
る
こ
と
は
多
く
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
電
力

会
社
や
政
府
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

逼
迫
に
乗
じ
て
、
ま
た
、
炭

酸
ガ
ス
削
減
を
口
実
に
し
て
、

危
険
な
老
朽
原
発
の
再
稼
働

な
ど
、
原
発
推
進
に
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。

「
東
京
電
力
株
主
代
表
訴
訟
」

で
７
月
１
３
日
、
東
京
地
裁

は
、
福
島
原
発
事
故
前
の
東

電
幹
部
の
対
応
に
は
「
安
全

意
識
や
責
任
感
が
根
本
的
に
欠
如

し
て
い
た
」
と
判
決
で
延
べ
、
東

電
旧
経
営
陣
に
、
原
発
事
故
に
よ
っ

て
東
電
に
与
え
た
損
害
１
３
兆
円

の
賠
償
を
命
じ
た
。

町
内
ぐ
る
ぐ
る
デ
モ
は
、
４
時

前
ま
で
ア
ピ
ー
ル
。
町
民
か
ら
デ

モ
隊
に
「
が
ん
ば
れ
」
の
掛
け
声

も
あ
り
、
灼
熱
で
過
酷
な
行
動
で

は
あ
っ
た
が
清
々
し
い
１
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

開
催
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
た
事
務
局
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
京
都
・
水
と
緑
を
ま
も
る

連
絡
会

佐
々
木
佳
継
）


